
R03 ピックアップ問題 中学校数学 ⑨ 

平成 28年度 全国学力・学習状況調査 数学 B４より抜粋 

 

右の図のように、平行四辺形ＡＢＣＤの辺ＡＢの中点をＭ

とし、辺ＤＡを延長した直線と直線ＣＭとの交点をＥとしま

す。ここで、健一さんと琴音さんは、コンピュータを使って

平行四辺形ＡＢＣＤをいろいろな形の平行四辺形に変え、い

つでも成り立ちそうなことがらについて調べました。 

 
 
                       
 

 
                        

平行四辺形ＡＢＣＤを、縦にのばし

ながら、右に傾ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平行四辺形ＡＢＣＤを、縦に縮めな

がら、左に傾ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
二人は、コンピュータの画面上で図形を観察し、 平行四辺形ＡＢＣＤがどのような平行四

辺形でも、ＡＥ＝ＢＣになると予想しました。 
次の(1)、(2)の各間いに答えなさい。 

⑨  ２～３年  

平行と合同/三角形と四角形 

    年     組     番 

名前 
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(1)二人の予想したＡＥ＝ＢＣがいつでも成り立つことは、前ページの図において、 
△ＡＭＥ≡△ＢＭＣを示すことから証明できます。ＡＥ＝ＢＣとなることの証明を完成

しなさい。 
 

 
 
 
 
 
 
(2)前ページの図について、ＤＡ：ＤＣ＝１：２ ならば、△ＤＥＣはどんな三角形になり

ますか。「～ ならば、･･･になる。」という形で書きなさい。 
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次の(1)、(2)の各間いに答えなさい。 
(1)二人の予想したＡＥ＝ＢＣがいつでも成り立つことは、前ページの図において、 
△ＡＭＥ≡△ＢＭＣを示すことから証明できます。ＡＥ＝ＢＣとなることの証明を完成

しなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
△ＡＭＥと△ＢＭＣにおいて、 
（正答例） 
仮定より、 
ＡＭ＝ＢＭ      ・・・① 
対頂角は等しいから、 
∠ＡＭＥ＝∠ＢＭＣ   ・・・②平行線の錯角は等しいから、 
∠ＭＡＥ＝∠ＭＢＣ   ・・・③ 
①、②、③より、１組の辺とその両端の角がそれぞれ等しいから、 
△ＡＭＥ≡△ＢＭＣ 

  
（正答の条件） 
次の(a)、(b)、(c)、(d)とそれぞれの根拠を記述し、証明しているもの。 
なお、ここで根拠として求める記述は、正答例に記述されている程度のものとする。 

(a)  ＡＭ＝ＢＭ 
(b)  ∠ＡＭＥ＝∠ＢＭＣ 
(c)  ∠ＭＡＥ＝∠ＭＢＣ 
(d)  △ＡＭＥ≡△ＢＭＣ 

 
 
合同な図形の対応する辺は等しいから 

       ＡＥ＝ＢＣ 
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(2)前ページの図について、ＤＡ：ＤＣ＝１：２ ならば、△ＤＥＣはどんな三角形になり

ますか。「～ ならば、･･･になる。」という形で書きなさい。 
 
（正答例) 
例１  

ＤＡ：ＤＣ＝１：２ ならば、△ＤＥＣはＤＥ＝ＤＣの二等辺三角形になる。 
 
例２  
ＤＡ：ＤＣ＝１:２ ならば、△ＤＥＣはＤＭを対称の軸とする線対称な図形になる。  

 
 
（正答の条件） 
「〇〇ならば、◇◇になる。」という形で、次の(a)、(b)の条件を満たし、成り立つ事柄を

記述している。 
(a) 〇〇が、「ＤＡ：ＤＣ＝１:２」である。 
(b) ◇◇が、「△ＤＥＣは二等辺三角形」である。 

 
 


